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不 角；： 元 和 元年 g れ寶曆 三年 I 七月 二十 1 日 は 歿す 享年 九十 有 二 築 
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門 左衛 S: は 其 8： よ. 5 出で た なむ ^ 

西 瘠 5： 寬永 十九 年 Si に 生れ 元 綠六年 g 八月 十日に 歿す 享年 五十 有 ニ大坂 山 

寺 町 誓願 寺に る 學 

其 著 C す 所の 書 は 小夜 麗、 1 代 男 等 あ.. is て 世に 行 はる 
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常 矩€$ ひた fcN とど」 
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